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＜連絡事項＞
・病棟常備薬　ジブレキサ筋注用(10㎎)　2本となりました。

・入浴時間について午前午後に分けて男女別に入浴していますが、男女いずれかの全員が時間内に入浴を済ませる事ができなければ、午後に1～2時間程度設けて入浴できるよう適宜時間調整を
お願いします。


＜入室状況＞
【入院】
・平山　敬之様～東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院となる。

【転出】
・中森　辰雄様～東病棟Cユニット4号室→南病棟Dユニット209号室
・清水　綾也様～東病棟Bユニット3号室→西病棟Bユニット24号室

＜患者様連絡事項＞
・松橋 和大様～点滴拒否抵抗持続しているが、食事摂取良好で服薬スムーズ。柞木田Drへ状態報告し指示にて本日で点滴中止し、バイタルサイン4検開始となる。また本日朝よりアリナミンＦ糖衣錠25mg　 4 錠 （1日4回　毎食後・ねる前）開始の指示あり。

・梅田　とよ子様～7/8（火）に「レッド」判定となり、「グリーン（白血球数4000/
㎜³以上かつ好中球数2000/㎜³以上）」に回復するまで、【毎日】
検査をします。

・北村　奈美様～あらい整形外科へ他科受診し帰院されています。
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＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放時他室侵入やホール内走り回り繰り返し自制出来ず、早めに開放観察終了とする。自室内徘徊あるが、逸脱行為や危険行動なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。9:00～16:00の開放観察指示あり。対面時妄想言動あるが、粗暴性や易怒性なし。他患トラブルや不穏興奮なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。9:00～20:00の開放観察指示あり。ホールにて他患と日課を行い
過ごされる。対面時操作的言動や不穏興奮無く経過する。引き続き、症状観察
と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。自室にて臥床し過ごされる。声掛けにて覚醒良好で食事全量摂取。危険行動や不穏興奮なく経過する。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。


＜皮膚科診察＞
・中村　聡様～タベジール継続処方、処置変更なし。

※他の方々は処置変更や処方なし。





＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年7月15日　11：12
　氏　　名：平山 敬之（ひらやま　たかゆき）様
　生年月日：昭和60年5月5日(40)
　病　　名：統合失調症　
　性　　別：男性
　主 治 医：田名部Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット3号室

　＜経過＞
　令和7年6月頃より奇異行為みられ、家族も服薬確認できておらず、本人が
　自分を避けるため普段の様子も見られていなかった。食事は一緒に食べて
　いたが、直近1週間はそれも拒否されている。自分の洗面用具や自分で購入
　した飲食物を全て自室に持っていくような行動もあり、母様が理由を問う
　も滅裂な返答が返ってきていた。令和7年7月15日8時頃YSアリーナの
ポスターをカッターで切りつける行為あり。警察に事情聴取を受けると、
会話も滅裂であり、落ち着きのなさがみられ本人より入院希望あり。介入した
　警察官、家族からも入院希望聞かれ、令和7年7月15日警察付き添いのもと
　当院受診され、東病棟Bユニット3号室へ医療保護入院となる。
